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1.「ラリー」とは？ 

ラリーとは、数あるモータースポーツのカテゴリーの１つで、特徴として次の点があります。 

1. 一般の車が走る公道および一般の通行が規制された山間部の林道等をコースとして使用する。 

2. ドライバーとコ・ドライバー（ナビゲーターとも言われます）の２名が乗車。 

3. 全国の運輸支局の車検に合格しているナンバー付きの車両による競技で、ＪＡＦ（一般社団法人

日本自動車連盟）が規定するラリー車両規定を遵守し製作された車両のみ出場可能。 

4. 競技は、１分毎に１台づつ決められたタイムスケジュール通りに走行するものであるが、当然の

ことながら公道においては、道路交通法を遵守し、交通違反は一切許されない。 

5. 道路管理者及び警察の許可得て、一般の通行が規制された占有区間におけるスペシャルステージ

では、 １分毎に１台づつ０．１秒単位で走行時間が計測されるタイムトライアルが実施され、全

てのタイムトライアルの合計タイムの少ない（つまり早く走った）チームが上位の成績となる他、

規則に違反するとタイムペナルティが与えられたりや失格となることがある。 

つまり、ラリーは厳格なルールの下、国や自治体、道路管理者、警察および通行する地区の住民の許

可を得て行われる最も公共性の高いモータースポーツなのです。 

一般に、ラリーが露出する場面は、スペシャルステージが多く派手なアクションや高度なテクニック

が注目されるが、ドライバーは一般の模範となるモラルが求められる紳士のスポーツなのです。 

ラリーの主な歴史 
1911 年……世界初の自動車ラリー、モンテカルロラリー開催 

1973 年……FIA 世界ラリー選手権（WRC）創設 

1980 年……JAF 全日本ラリー選手権創設 

1982 年……ＪMRC 中部ラリーチャンピオンシリーズ発足 

2000 年……国内で WRC 方式のＳＳラリーが始まる 

2001 年……日本初の国際ラリー（アルペンラリー）開催 

2004 年……ＷＲＣラリージャパン初開催 

      第１回新城ラリー（地方選手権で昼間のＳＳ） 

2006 年……ＪＡＦがＳＳラリー開催規定を制定 

      全日本選手権が全てＳＳラリーとなる 

      ＪＡＦ中部・近畿ラリー選手権が発足（中部地区と近畿地区が共同開催） 

2007 年……新城ラリーが全日本選手権に昇格 

2010 年……ＪMRC 中部ラリーチャレンジシリーズ発足 

ラリーの種類 
種類 概要 主な競技 

スペシャルステージ 

(SS) ラリー 

道路を占有したスペシャルステージを何カ所か

走行し、フィニッシュ時にその SS タイムの 合

計が少ない選手が勝利となるラリー

ＷＲＣ、ＡＰＲＣ、全日本ラリー 

選手権、中部・近畿ラリー選手権、 

ＪＭＲＣ中部チャレンジシリーズ 

アベレージラリー 

(リライアビリティラン) 

主催者の指示した速度(アベレージ)で走行し、

所要時間の正確さを競うラリー。減点が少ない

選手が勝利となる。アベレージ走行のみの第１

種と、一部 SS 区間から成る第２種がある。

中部地区では開催されていません。 

近畿地区や関東地区で開催されてい

ます。 

ラリーレイド 

(クロスカントリーラリー) 

主催者が発行するロードブックをたよりに、走

行ルートを選びながら長距離を走破するラリ

ー。過酷な環境のため、ベース車両は クロス

カントリー4WD が用いられることが多い。

ダカールラリー  

アジアクロスカントリーラリー  

クロスカントリーバハ 

ラリークロス グラベルサーキットを使用して複数のマシンが同時

に走行するレース形式の競技。2014 年から FIA 世

界ラリークロス選手権が開始。

WorldRX  

グローバルラリークロス選手権 
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ラリーの路面の違い 
   

●グラベル（未舗装路） 

グラベルは砂利や石が多い路面や

砂が多い路面、硬く締まった路面な

ど変化に富んだ路面状況が特徴で

す。国や地域によって路面の状態も

多種多様です。 

●ターマック（舗装路） 

グラベルと比べればグリップレベ

ルは高く、ある程度一定ですが、

舗装の状態やアスファルト、コン

クリートといった違いなど、路面

状況の変化もあります。

●スノー（雪路） 

グラベルもしくはターマックに氷

や雪が積もった路面が一般的です

が、湖の上のような純粋な氷上路

面もあります。 

 
(1)世界のラリー 
 

 世界のラリーは FIA 世界ラリー選手権（WRC）

を 頂点として、FIA が管轄する世界各地の FIA リ

ージョナル（地域）ラリー選手権、各国選手権とい

った ピラミッドが形成されています。頂点である 

WRC では自動車メーカーによるワークスチームが世界タイトルを懸けて激しい戦いを繰り広げています。 
 

 ラリーは F1などのサーキットレースと異なり、最高峰の WRC にもプライベーターによる参戦が可

能となっています。 様々なレベルの参加者が自分に合ったクラスを選んで楽しめるのもラリーの特徴と

言えるでしょう。 

 FIA リージョナル（地域）ラリー選手権は６地域で開催されています。そのうち日本はアジア・パシ 

フィックラリー選手権（APRC）に属しており、そのシリーズには毎年北海道の帯広市を中心に開催

される APRC ラリー北海道が組み込まれています。 
 

(2)日本のラリー 
 

 日本のラリーは、JAF 全日本ラリー選手権を頂点として、全国５地域で JAF 地方ラリー選手権

が開催されています。中部地区では、近畿地区と合同で、ＪＡＦ中部・近畿ラリー選手権が開催さ

れており、2015 年は、愛知、福井、三重、富山、京都、兵庫そして愛知で７戦が予定されていま

す。さらに、中部地区単独で初心者を対象にＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズを、前述の地

方選手権と併催で愛知、三重、富山、そして愛知の４戦が予定されています。 

近年、全日本ラリーはギャラリーステージやイベント会場を設置し、観客も楽しめる要素を積極 

的に取り入れ、参加者だけでなく地域やファンをも取り込んで大きな盛り上がりを見せています。 

また、トヨタ車を中心としたＴＲＤラリーチャレンジおよびＴＲＤチャレンジカップというシリ

ーズが、あります。 
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世界のラリー 
WRC FIA 世界ラリー選手権 

国際Ｃ級ライセンス以上 

 
 
 
 

 

FIAリージョナル ラリー選手権 
（アジア・パシフィック／ヨーロ

ッパ／アフリカ／中東／南米／中

南米）  

国際Ｃ級ライセンス以上 

 
 
 
 
 
 
 
 

FIA が管轄するラリーは WRC を頂点としてリ

ージョナル（地域）選手権、ナショナル（各国）

選手権となっている。ただし各国選手権は国

ごとの ASN が実施 するもので FIA は直接関

与していない。 

 

各国ナショナル選手権 

国内Ｂライセンス以上 

（日本の場合） 

 
 

日本国内のラリー 
JAF 全日本ラリー選手権 

国内 B ライセンス以上 

 

 
 
 

JAF 地方ラリー選手権 
(ＪＡＦ中部・近畿ラリー選手権) 
北海道／東日本（東北＋関東）／ 

中部・近畿／中四国（中国＋四国）／ 

九州  

国内 B ライセンス以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ラリー選手権 

国内Ｂライセンス以上 
 

 
 
 
 
 
 

ジュニア選手権／その他参加

型ラリー 
国内Ｂライセンス以上 

※クローズドクラスはライセンス不要 
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⑶ラリーに参戦するための準備 
ラリーに出場するためには事前に競技ライセンスを取得し、クルー の装備や参戦車両を準備する

必要があります。 

① 国内Ｂライセンスを取得する 
 ライセンスはＪＡＦが定める公認競技に出場する際に必要なものです。ＪＡＦ公認競技のため、参

戦するには国内 B 級ライセンス以上が必要となります。国内 B 級ライセンスを持っていれば、ＪＭ

ＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズをはじめ全日本選手権まで、国内で開催されるほとんどのラリー

に参戦可能です。 

 国内Ｂライセンスは毎月各地の JAF 公認クラブや加盟クラブが開催しているライセンス講習会な

どを受けることで取得できます。  

② ドライバー／コ・ドライバーの装備品を揃える 
 モータースポーツでは、乗員を守るための安全装備が必須です。 ラリーの場合は頭部を守るため 

のヘルメットをはじめ、レーシングスーツ、レーシンググローブ、レーシングシューズなどが必須装 

備とされています。 

 レーシングスーツやレーシンググローブなど身につけるものは FIA 公認が望ましく、事故の際にド 

ライバーを救出しやすいようにショルダー部にベルトが装着されていたり、燃えにくい不燃性繊維を

使用しているなど、安全性に配慮した仕様となっています。 

 ラリー競技は危険を伴うため、安全に配慮した準備はとても重要です。 安全にラリーを楽しむため

に万全の準備を心がけてください。 

ＳＳラリーで必要なドライバー／コ・ドライバーの装備 
 
 
   
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

 
ヘルメット 

2014 年 JAF 国内競技車両規則第４編付則 

「ラリー競技に参加するクルーの装備品に 

関する付則」に従うこと。製造より 10 年 

以上経過したものは使用できない。 
 
 
 
 
 

レーシングスーツ／グローブ／シューズ 

2014 年 JAF 国内競技車両規則第４編付則

「ラリー 競技に参加するクルーの装備品に関する

付則」に 従ったものを推奨。スーツは義務づけ。

グローブとシューズは推奨だが、装備するのがベス

ト。 



      6 

 

参加車両 

①競技車両を用意する 
 ラリー競技車両は一般公道を走行することからすべてナンバー付きの車両となります。ラリーで

は、クラスごとに改造範囲が細かく分類されています。クラス区分は、車種や排気量、年式などが異

なるクルマ同士が競技を楽しめるように設定されています。 もし規定に反する改造を行った場合

は、ラリー前の車検によって失格になってしまう可能性もありますので、部品交換時などは注意が必

要です。 

 クラス区分や改造範囲などについては、ＪＡＦ車両規則、ＪＭＲＣ中部ラリー共通規則、競技会特

別規則書を確認する必要があります。 

②ラリー競技車両に必要な安全装備を搭載する 
 ラリーでは競技中にアクシデントで壁などに衝突したり、車両が横転することも考慮しなければな

りません。そんな時、ドライバー／コ・ドライバーの安全を確保し、被害を最小限に止めるために車

両の安全装備は欠かせません。６点式＋サイドバー以上のロールケージ（ＲＦ／ＲＰＮ車両）、４点

式以上のシートベルトは規定された必須装備となっています。また、ラリー競技車両に搭載しておく

べき安全装備品 として、消火器、三角反射表示板、非常用信号灯、牽引ロープ、救急薬品などが規

定されています。 緊急時に必要な「OK」「SOS」マークは取り出しやすい位置に、確実に固定し

ておく必要があります。 

③事前に車両の点検・整備を行う 
 ラリーでは車両の各部に大きな負荷がかかります。そのため、ラリー終了後もしくは次のラリー 

参戦前には、車両各部の増締めやオイル類の点検・交換などが必要です。 

 点検・整備で、簡単な作業は自分自身が行うことも可能です。 

 ①ブレーキ  ②オイル・液類  ③室内の変形・亀裂・損傷等  ④バッテリー  ⑤ワイパー  ⑥ベルト

類 ⑦ライト類 ⑧タイヤ ⑨エンジン ⑩下回りなどの点検が必要です。場合によっては、経年損耗部

位やブレーキパッドなどの消耗が見つかることもあります。安全はもちろんのこと、競技車両に起因

する競技中のトラブルやアクシデントを防ぐことも良い成績を残すために重要なポイントです。 

 競技当日に行われる車両検査（車検）では、オイル漏れなどの安全面のほか、灯火類やシートベル

トなどの安全装備の点検が行われます。いずれかひとつでも基準を満たさない車両は出走できません

のでご注意ください。 

ラリーベース車両の種類 
●ナンバー付きの一般市販車がベース 

●「JAF 国内競技車両規則」のラリー車両

に従ったラリーカー（RJ／RN／RF 車両） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＳラリーで義務づけされている安全装備品 
●ロールケージ（６点式＋サイドバー以上） ●赤色灯 

●シートベルト（４点式以上）   ●牽引ロープ 

●内容量２㎏以上の化学消火器   ●救急薬品など 

●三角反射表示板（２枚）    ●「OK（」緑色「）SOS（」赤色）A3 サイズ（２枚） 

●非常用信号灯 
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③ ラリー参戦に必要な知識 
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  ラリーに出場するためには、ロードブックに記載されている内容を理解することが不可欠です。

その読み方をご紹介しましょう。 

❶ラリーのことがすべて書かれている「ロードブック」 
 ラリーに絶対に必要なものが「ロードブック」です。ロードブックには、ラリーを完走するために必 要

なことがすべて書かれています。競技中のスケジュール、アイテナリー、リエゾン（SS 間の移動）や

SS の順路を示した略式図（通称：コマ図）などが含まれています。選手はこのコマ図に従って走行する

ことで、初めて走るルートでも完走することができます。なお、このコマ図の表記方法は基本的に万国

共通です。 

 

 

ロードブックには、スケジュー ルやアイテナリー、

コマ図の ほか、リタイア時に提出する「リ タイア

届け」や、CRO に問い 合わせを行うことができ

る「エ ンクワイアリーシート」など も綴じ込ま

れている。 

 

 

❷ラリーのスケジュール 
 ラリーの１日の流れを知るためには、ロードブックのスケジュールを確認することがもっとも便 

利です。 

 「レッキ（レキ）」はコースの下見のこと。ラリーでは本番前に必ず安全確認のためＳＳの下見を行

い、 ＳＳラリーでは「ペースノート」を作ります。これは、SS の道の形状や路面状態などを、ドライバ

ーが すべて数字と記号で表し、それをコ・ドライバーが聞いて書き記したものです。ラリー本番でＳ

Ｓを 走る際には、 コ・ドライバーがそれを読むことによってドライバーがあらかじめ道の形状や走行

方法をイメージできるようになります。 

 続いて、ラリーに出場するための「参加確認／受付」を行います。免許証、競技ライセンスなどを

確認した後ゼッケンが渡され、それを車両の規定位置に貼り ます。 

 続いて、「車両検査（車検）」を行います。一般道を走行するうえで必要な灯火類の点検から、安全装 

備を中心としたチェックなどが行われます。無事に車検に合格すると「JAF 公認ラリー競技会之証」 

が交付されるので、競技車両にしっかり貼っておきましょう。 

 競技開始前には「ドライバーズブリーフィング」が行われます。ここでは、コマ図の更新やコース 

上の注意すべき場所の情報などが主催者から伝達されます。競技者はこのドライバーズブリーフィ 

ングに必ず参加しなければなりません。 

 このようなスケジュールを経て、いよいよラリーがスタート。ＳＳやリエゾンを走行し、昼にはサ 

ービスが設けられています。サービスではマシンの整備などを決められた時間内で行い、午後の走 

行へ。すべての走行が終わったらラリーはフィニッシュです。 

ラリースケジュール（例） 
 特別規則書に記載されています。 
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❸アイテナリー 
 アイテナリーはラリーの競技スケジュールを分刻みで記した行程表です。ここには TC／SS の間 

の距離と所要時間が書かれています。記載されている時刻は１号車の到着時刻で、２号車以降は１ 

号車の時間＋走行順に応じて１分ずつ追加した時間となります。書式は世界共通のため、各国の SS 

ラリーでも同様のものが使われています。 

 SS ラリーの行程は「TC＝タイムコントロール」と、「SS＝スペシャルステージ」に分かれています。 

TC でタイムカードをオフィシャルに渡して時刻を記録してもらい、SS では自分のスタートタイム 

になったら走り始めます。ここで規定の時間よりも早くスタートしたり、スタートが遅れた場合はペナ

ルティの対象となります。 

 走行後の車両のメンテナンスやセッティング変更を行える「サービス」が設けられていることもあ 

ります。一般的な２デイ以上のラリーでは走行距離に応じて朝／昼／夕方に１回ずつ設けられます 

が、 それぞれ与えられている時間が異なるため、すべての項目を修理したりセッティングを見直す 

ことはできません。優先順位を見極めることもラリーを戦ううえでの戦略となります。 

 また、ラリーの距離や状況に合わせて「リフューエル」や「リグループ」が設けられることもありま 

す。 リフューエルは公式に認められた燃料補給のための時間、リグループはリタイアや遅延などで 

ラリー中に変わってしまった走行の間隔や順番を調整するために設けられています。 
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❹コマ図（リエゾン） 
 スケジュールやアイテナリーはラリーの行程やクルーが移動する時間を案内するためのものです 

が、移動する場所については地名などの名称しか書かれていません。そこで必要になるのがロード 

ブックに含まれている「コマ図」です。 

 ラリーはコマ図に従って走行することで進行します。コマ図で表されるのは、道の状況や目印と、

その図までの距離のみです。 

●コマ図の読み上げ方 

 リエゾンでも SS でも、ドライバーは運転していますので、コ・ ドライバーがコマ図に記載され

ている内容を読み上げ、ドライバーに情報を与える必要があります。 

 コマ図の読み方は自由ですが、よく使われる読み方の代表例があります。経験者などに聞きながら、 

ドライバーに正確に伝わる読み方を身につけることが必要です。 

 また、コマ図に略式で記載されている標識や目標物は、「Information」に分かりやすいように大き 

く書かれます。 

●その他のコマ図に含まれる情報 

 コマ図にはそのほかにも色々な情報が入っています。例えば信号機の略図やカーブミラーなど、 

道路標識や目標物の略図をしっかり覚えることで、無駄なミスコースを防ぐことができます。  
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❺ラリー中に使われる標識の意味 
 ラリーに参戦するうえで必ず覚えておかなければならないのが、様々な標識（サイン）です。これ ら

はラリーで通過する各 TC やコース上に設置されており、円滑なラリーの進行に不可欠なものです。 

これらの意味をしっかり理解しなければ、いくら速く走ることができてもラリーを完走することは で

きません。標識のデザインは世界共通で、言語や開催国を問わず、すべてのラリーで使われていま す。 

 これらはラリーを経験していくことで徐々に覚えていくことになりますが、まずはもっとも重要

なスタート／フィニッシュ／ストップの標識は必ず覚えておきましょう。 

 また、SS やリエゾンを走行する際に使う「ロードブック（コマ図）」にも同様の標識が使われてい

ま すので、標識を理解することはラリーにおいて欠かせません。 

ＳＳで使われる標識 

 
TC（タイムコントロール）予告 

 
TC（タイムコント ロール）

 
コントロール解除

 
SS のスタート

この標識からコントロール解除

までの間は車両整備禁止です。

この標識の先へは TC チェッ

クイン時刻の１分前からしか

入れません。

TC 予告の約 25m 先にあるの

が TC 標識です。直前の TC 

で指定された時刻に合わせ

て、この標識にたどり着かなけ

ればなりません。

TC 予告標識からコントロール

解除標識までの区間をコントロ

ールゾーンといい、この区間で

は一切の車両整備作業が行えま

せん。

SSのスタート位置を示す標識

です。ここでオフィシャルによ

るカウントダウンが行われま

す。自分の時刻が来たらスター

トします。

 

 
ＳＳフィニッシュ予告 

 
ＳＳフィニッシュ

 
ストップ

SS フィニッシュの約 100m 手前に置か

れる標識 が SS フィニッシュ予告。こ

こから赤い STOP 標識ま では停車禁止

なので要注意 です。

この標識までがタイム計測 区間ですが、

この 100 〜300m 先に出てくる STOP 

標識までは停止せずにそのまま走り抜け

ます。

SS フィニッシュ後の STOP 標識が出て

きたらス トップ。タイムカードにタ イム

を記入してこの後のコ ントロール解除ま

で走行し ます。

❻タイムコントロール（TC）の通過方法 
 SS ラリーは、タイムコントロール（TC）と呼ばれる計測場所で、競技車の走行時間を管理していま 

す。その仕組みをご紹介しましょう。 

●TC（タイムコントロール） 

 TC というのは、赤い時計マークが書かれた標識の場所です。この約 25m 手前には必ず黄色の TC 

入口標識があります。一般的に、「次の TC に何時何分に入らなければならない」というターゲットタ 

イムにはある程度余裕があり、この黄色標識の手前であれば、 停車して時間調整をすることができ 

ます。 

●コントロールエリア 

 黄色の TC 入口標識を越えて、次の黄色地に斜線が入った標識までの間は「コントロールエリア」と 

呼ばれています。コントロールエリア内には、TC 通過時刻の１分前から入り、赤色 TC 標識の地点に 

停車することができます。１分以上前に入ってしまうと早着のペナルティを受けてしまいますので、 

必ず「１分前を過ぎたら黄色の TC 入口標識を入る」と覚えてください。 

 赤色標識地点では、自分の通過予定時刻（TC イン予定時刻）の 00 秒を過ぎてから、オフィシャル 

にタイムコントロールカードを提出してください。通過時刻が記載されます。コントロールエリアで 

は車両の整備作業はできません（窓拭きのみ許されています）。その TC での作業が終わったら、黄色 

の TC 解除の標識までの区間から速やかに退去してください。この区間でボンネットを開けて様子を 

みたり、タイヤの空気圧を調整するなどの行為を行うと、整備作業とみなされペナルティの対象に 

なりますので注意してください。 
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●SS スタート／フィニッシュを含むタイムコントロール 

 TC の後に SS がある場合も、黄色の TC 入口標識の前で１分前まで待機し、１分前になったら進

入して自分の通過予定時刻にカードを出す、という流れは同じです。 

 ここで、TC 通過時刻に加え、必ず３分後の「SS スタート予定時刻」がオフィシャルによって記入さ 

れます。その３分間で 50〜200m 先にある SS スタートまで進んでください。 

 SS スタートでは再びタイムコントロールカードを提出して実際の SS スタート時刻を記入しても 
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らいますが、進行上なにもトラブルがない場合は、TC で書き込まれた「３分後」の時刻が SS のスタ 

ート時刻となります。この SS スタートも TC と同じく、スタートを切ってからコントロールエリア終 

了標識までの間は停止してはいけません。 

 フィニッシュの場合も、まず黄色いフィニッシュ予告標識があって、その後に赤い SS フィニッシ ュ

標識があります。このフィニッシュ標識は計時ラインの場所なので、ここまでは全速力で走り、そ の

100m〜300m 先のストップ標識で停止します。 このフィニッシュ標識とストップ標識の間もコ ント

ロールエリアとなるので停車禁止です。もしここでコースアウトして止まってしまうとペナル ティを

受けてしまうので注意してください。 
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❼タイムカード（ＴＣカード）の使い方 
 参加受付の際、ロードブックとともにタイムカード（TCカード）が交付されます。TC カードはラリ

ーの行程に沿って TC や SS の通過時刻を記録するためのもので、１台に１枚しかありません。TC

カードを受け取ったら、自分でゼッケンを記入しておいてください。フィニッシュを除く赤い TC 標

識のところで必ずオフィシャルに渡し、その TC の通過時刻あるいは SS のスタート時刻を記入して

もらいます。 

 TC カードは絶対になくさない場所に保管してください。 

TC カード（例） 
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⑸これだけは覚えてほしい安全のための知識 
どんなに安全に気をつけていても、競技を行う上では様々なアクシデントに見舞われ ることもありま

す。そんな時にどう対処すべきかを、あらかじめ覚えておきましょう。 

❶困った時はまず CRO に連絡 
 実際にラリーに出場していると「こんな時はどうすればいいのか「」こういうケースではどう動けば 

いいのだろう」といったことは、初心者・入門者に限らず、中級者・ベテランでもよくあります。 

 そういった場合には、CRO（コンペティター・リレーション・オフィサー）という役務の競技役員に 

相談することができます。 

 CRO は参加者と主催者と審査委員会の間に立ち、様々な内容を調査し、参加者にアドバイスを

し てくれます。TRD ラリーチャレンジでは毎戦必ずラリー当日の公式通知で CRO の連絡先（携

帯電話番号）が公示されていますので、スタート前に必ず連絡先を控えておきましょう。 

 TRD ラリーチャレンジでの CRO は、何でも教えてくれる先生のような存在です。例えば、サー

ビ スエリアにリグループが設定されている場合に、「この TC にはどうやって入ったらいいんです

か？」 とか、「このやり方で合っているのでしょうか？」といった基本的なことから、アクシデントが

起きた 場合にはどうすればいいのかなど、ラリーに関することは何でも答えて助けてくれます。 

 また、リエゾン区間を走行中に渋滞に巻き込まれてしまい、どうしても TC 通過時刻に間に合わ

な いといった場合にも、あらかじめ CRO に「こういう理由でこうなりました」ということを連絡し

てお くと、救済処置を行ってくれることもあります。 

「困った時にはまず CRO に連絡する」ということを覚えておいてください。 

❷「OK」「SOS」ボードの意味 

 「OK「」SOS」ボードはトラブルに見舞われた競技車のクルーが状況を後続車に伝えるためのも

の です。「OK」はメカニカルトラブルなどで車両は止まってしまったが、重篤な状況になく、救助

が必 要ない状態を示します。「SOS」は重篤なトラブルで救助が必要な場合を示します。コースア

ウトしてクルーが負傷した場合もこちらを使います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸アクシデントに見舞われたら…… 

 ラリーは SS を速く走ることで順位を競うモータースポーツです。 そのため SS 中は自分がコース 

アウトをしてしまったり、前のクルマがコースアウトをしてタイムトライアルの続行が不可能な状況に

なったり、色々なケースの アクシデント・トラブルが考えられます。 

 車両火災や人命に関わる重大な事故が起きた場合、 あるいは競技の進行がスムーズに行うことが で

きないという緊急時にはオフィシャルが救助に向かいますが、 トラブルが起きたときの安全確保 や緊

急時の措置として、参加者として必ず覚えておいていただきたいルールがあります。 

まず、SS で競技車両がやむを得ず停車した場合は 50m 手前の目立つ場所に三角停止板を設置し、 

後続車に適切な合図を行わなければなりません。 車両がコース上にない場合も同様です。そのうえ で

クルーに怪我や車両火災などがない場合は、後続車両に向けて「OK」マークを提示してください。 提

示する場合はコース脇もしくは路肩の上に上がるなどして、 自分たちの安全確保を最優先して後 続に

提示するようにしてください。後続車両は１分後には走行しますので、２次災害が起きないよう に注意
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が必要です。 

 万が一、車両火災が起きてしまったり、あるいはドライバーやコ・ドライバーが怪我をしてしまっ 

て、救急医療措置が必要もしくは消火が必要な場合は、「SOS」マークを提示します。「SOS」マー

ク は車両の破損や移動できないといった場合に出すものではありませんので注意して下さい。 

 「SOS」マークを発見した後続のクルーはすみやかに停車して救助にあたってください。その際、で

きる限り後ろから来る車両が通過できるように車両を停車します。救助作業が行われている場所 に到着

した２台目のクルーは、すみやかにその先のラジオポイントまで事故があったという報告に 向かう必要

があります。それ以降の車両は、緊急車両が通過できるように道の脇に車両を停止させ、救助に向かっ

てください。 

 車両がかなりのダメージを負っていてクルーが車室内にいると思われる（クルーが確認できず、

「SOS「」OK」の提示がない）場合も同様の手順となります。 

 後続車が通過できる限り競技は続行されます。 自分がこれ以上競技を続けられない場合はすべて の

競技車が通過した後に来るスイーパーにリタイア届けを提出します。その後どうしたらよいのか は、オ

フィシャルと相談してください。 

 これらの対応は、万一の場合に生死を左右する安全上重要な内容ですので、 正しい対応を常に確認し

ておくことが大切です。 
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JAF 中部・近畿ラリー選手権 

（ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオン 

シリーズ）のクラス区分 

 

基本的に、排気量と車両区分でクラス 

が決められています。 

 
 

ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズ 

のクラス区分 

クラス 排気量 車両区分 

ＣＬ２ １５００cc 超 ＲＮ，ＲＪ，ＲＦ，ＲＰＮ，ＲＢ 

ＣＬ１ １５００cc 以下 〃 

ＪＡＦ中部・近畿ラリー選手権でのポイント表 

順 位 1 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 ６ 位 ７ 位 ８ 位 

得 点 １０ ８ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズ・チャレンジシリーズポイント表 

順 位 1 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 ６ 位 完 走 

得 点 １０ ８ ６ ４ ３ ２ １ 

 

中部・近畿地区ラリーカレンダー 

 中部・近畿選手権 中部チャンピオン 中 部 チ ャ レ ン ジ 全日本ラリー TRD ラリー 

4/18～19 ① MASC ① MASC ① MASC   

6/5～ 6 ② シンフォニー ★ シンフォニー  ③ シンフォニー  

6/27～28 ③ ＯＮ！ ② ＯＮ！ ② ＯＮ！   

7/25～26 ④ ＡＮＤ ③ ＡＮＤ ③ ＡＮＤ   

8/29～30 ⑤ OECUAC ★ OECUAC   ④ OECUAC(CUP) 
9/27     ④ AND(TRD) 
10/3～4 ⑥ シロキヤ ⑥ シロキヤ ④ シロキヤ   

10/16～18    ⑧ MCSC  

10/30～１    ⑨ MASC ⑤ MASC(TRD) 
11/7～8 ⑦ 神大 ★ 神大    

★は、ＪＭＲＣ中部加入クラブのクラブ員は、ポイント対象となります。 

 

詳細は、ＪＭＲＣ中部ラリーＷＥＢサイトでご確認ください。 

http://www.jmrc-chubu.jp/rally/ 
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